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築
地
小
劇
場
劇
団
部
主
事
小
山
内
薫
先
生
は
、
昭
和
三
年
十
二
月
二
十
五
日

午
後
七
時
、
日
本
橋
亀
島
町
旗
亭
「
偕
楽
園
」
に
お
い
て
発
病
、
主
治
医
蘆
原

信
之
氏
看
護
の
も
と
に
危
篤
の
ま
ま
四
谷
南
寺
町
七
番
地
の
自
宅
に
送
ら
れ
、

同
日
午
後
十
一
時
つ
い
に
永
眠
せ
ら
れ
た
。
宿
痾
の
動
脈
硬
化
症
に
よ
る
心
臓

麻
痺
の
た
め
で
あ
る
。
遺
族
、
近
親
は
遺
骸
を
二
階
十
畳
の
間
に
安
置
し
、
喪

を
秘
し
て
翌
朝
に
及
び
、
二
十
六
日
午
前
六
時
を
期
し
て
、
一
斉
に
都
下
の
各

新
聞
社
に
、
先
生
の
逝
去
を
発
表
し
た
。

　
臨
終
の
夜
、
築
地
小
劇
場
員
中
、
小
山
内
先
生
の
指
名
せ
ら
れ
た
第
一
諮
問

委
員
、
土
方
、
青
山
、
友
田
、
北
村
、
第
二
諮
問
委
員
、
汐
見
、
東
山
、
和
田
、

水
品
、
久
保
、
土
方
（
梅
）
お
よ
び
経
営
主
任
千
早
、
神
尾
、
秘
書
土
橋
は
、

四
谷
箪
笥
町
土
方
宅
に
会
合
し
て
葬
儀
の
方
法
を
協
議
し
、
数
案
を
携
え
て
遺

族
、
近
親
に
は
か
り
、
そ
の
裁
決
を
仰
い
で
仏
式
に
よ
る
劇
場
葬
を
も
っ
て
先

生
を
葬
る
こ
と
に
決
定
し
た
。
た
だ
ち
に
土
方
与
志
を
葬
儀
委
員
代
表
に
推
し
、

前
記
の
人
々
が
葬
儀
委
員
と
し
て
事
務
を
掌




る

こ
と
と
な
っ
た
。
二
十
六
日
午

前
十
時
、
築
地
小
劇
場
に
劇
場
員
一
同
を
集
め
て
、
青
山
杉
作
が
以
上
の
経
過

を
報
告
し
た
。

　
菩
提
寺
、
牛
込
若
松
町
金
谷
山
宝
祥
寺
の
住
持
秋
山
暁
道
師
に
よ
っ
て
先
生

の
戒
名
は
「
蘭
渓
院
献
文
慈
薫
居
士
」
と
名
づ
け
ら
れ
、
二
十
六
日
午
後
三
時

納
棺
さ
れ
た
。
納
棺
に
先
立
ち
、
吉
田
久
継
氏
が
遺
族
の
希
望
に
よ
っ
て
デ
ス

マ
ス
ク
を
取
っ
た
。
二
十
六
七
日
の
両
夜
、
遺
族
、
近
親
、
劇
壇
、
文
壇
、
映

画
界
そ
の
他
の
知
友
子
弟
一
同
棺
前
に
侍
し
て
通
夜
を
営
ん
だ
。

　
二
十
八
日
は
告
別
式
の
当
日
で
あ
る
。
午
前
十
時
か
ら
自
宅
に
お
い
て
最
後

の
読
経
焼
香
を
行
い
、
午
後
十
二
時
五
分
出
棺
し
た
。
喪
主
小
山
内
徹
氏
を
は

じ
め
遺
族
、
近
親
、
劇
場
代
表
者
「
三
田
文
学
」
「
子
分
の
会
」
「
劇
と
評
論
」

各
代
表
者
が
葬
列
に
加
わ
っ
た
。
劇
場
員
一
同
は
午
前
十
一
時
式
場
に
参
集
し
、

諸
般
の
準
備
を
整
え
て
霊
柩
を
迎
え
た
。
各
方
面
か
ら
送
ら
れ
た
生
花
造
花
を

も
っ
て
飾
ら
れ
た
舞
台
の
正
面
に
霊
柩
を
安
置
し
、
午
後
一
時
か
ら
宝
祥
寺
住

持
秋
山
暁
道
師
に
よ
っ
て
読
経
が
始
め
ら
れ
た
。
次
い
で
劇
場
を
代
表
し
て
青

山
杉
作
が
追
悼
文
を
朗
読
し
、
以
下
、
文
芸
家
協
会
（
長
田
秀
雄
氏
）
国
民
文

芸
会
（
長
崎
英
造
氏
）
学
士
会
（
北
村
喜
八
代
読
）
三
田
文
学
（
久
保
田
万
太

郎
氏
）
松
竹
興
業
株
式
会
社
（
井
上
伊
三
郎
氏
）
帝
国
劇
場
（
山
本
久
三
郎
氏
）

新
劇
協
会
（
畑
中
蓼
坡
氏
）
左
翼
劇
場
（
小
野
宮
吉
氏
）
新
思
潮
社
（
青
江
舜

二
郎
氏
）
日
露
芸
術
協
会
（
金
田
常
三
郎
氏
）
芽
生
座
（
伊
藤
基
彦
氏
）
子
分

の
会
（
牛
原
虚
彦
氏
）
劇
と
評
論
（
北
村
寿
夫
氏
）
の
弔
辞
、
ソ
同
盟
対
外
文

化
連
絡
協
会
長
カ
メ
ネ
ワ
夫
人
の
弔
電
の
朗
読
が
あ
っ
た
。
遺
族
、
近
親
の
焼

香
の
後
、
劇
場
代
表
者
土
方
与
志
が
霊
前
に
香
を
焚
い
た
。
午
後
二
時
か
ら
一

般
の
焼
香
に
移
っ
た
が
、
そ
の
間
劇
場
員
、
「
三
田
文
学
」
「
子
分
の
会
」

「
劇
と
評
論
」
の
代
表
者
は
、
交
互
棺
側
に
侍
し
て
弔
問
客
に
応
接
し
た
。
当

日
の
参
会
者
は
、
千
二
百
人
を
く
だ
ら
な
か
っ
た
。
松
竹
キ
ネ
マ
の
撮
影
技
師

は
、
告
別
式
の
状
況
を
カ
メ
ラ
に
納
め
た
。
午
後
四
時
一
般
焼
香
を
終
っ
て
、

葬
列
は
ふ
た
た
び
式
場
を
発
し
、
同
五
時
半
桐
ヶ
谷
火
葬
場
に
到
着
、
遺
骸
を

荼

毘

に
附
し
た
。

　
二
十
九
日
午
前
八
時
半
、
喪
主
、
遺
族
、
近
親
、
築
地
代
表
者
は
四
谷
自
宅

を
出
発
し
て
、
九
時
十
分
火
葬
場
に
到
着
し
、
骨
上
げ
の
式
を
行
っ
た
。
同
十

時
三
十
分
、
各
方
面
の
関
係
者
は
府
下
北
多
摩
郡
多
磨
村
多
磨
墓
地
に
集
合
し
、

埋
葬
式
を
営
ん
だ
。
小
山
内
薫
先
生
の
墓
標
は
、
同
墓
地
第
五
区
甲
の
一
の
側

に
立
て
ら
れ
た
。
埋
葬
式
の
状
況
も
松
竹
キ
ネ
マ
「
子
分
の
会
」
の
尽
力
に
よ

っ
て
カ
メ
ラ
に
撮
さ
れ
た
。

　
翌
三
十
日
、
初
七
日
の
法
事
を
午
後
二
時
か
ら
金
谷
山
宝
祥
寺
に
営
ん
だ
。
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読
経
の
後
、
遺
族
、
近
親
、
参
会
者
、
築
地
小
劇
場
員
の
焼
香
が
あ
っ
て
、
当

日
出

来







し
た
デ
ス
マ
ス
ク
が
発
表
さ
れ
た
。
午
後
三
時
半
法
事
を
終
っ
て
、

こ
こ
に
小
山
内
薫
先
生
の
築
地
小
劇
場
葬
は
恙





な
く
終
了
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＊

　
な
お
告
別
式
当
日
、
霊
前
に
読
み
上
げ
ら
れ
た
築
地
小
劇
場
文
芸
部
起
草
の

追
悼
文
は
、
左
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
追
悼
文

　
小
山
内
薫
先
生

　
築
地
小
劇
場
は
、
先
生
の
二
十
有
余
年
に
わ
た
る
劇
壇
生
活
の
最
後
の
活
動

で
あ
り
、
最
後
の
業
績
で
あ
り
ま
し
た
。
創
立
以
来
四
年
有
半
、
朝
夕
先
生
の

謦
咳






に
接
し
て
、
厳
父
の
ご
と
く
仰
ぎ
見
、
慈
母
の
ご
と
く
慕
っ
て
い
た
わ
れ

わ
れ
八
十
人
の
同
志
は
、
に
わ
か
に
先
生
の
死
に
面
し
て
、
愕
然
と
し
て
為
す

と
こ
ろ
を
知
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
り
ま
す
。

　
顧
る
に
先
生
は
、
新
鋭
の
気
を
負
う
て
劇
界
に
身
を
投
ぜ
ら
れ
て
以
来
、
常

に
時
代
の
第
一
線
に
立
っ
て
、
創
作
に
翻
訳
に
演
出
に
評
論
に
不
断
の
努
力
を

重
ね
、
日
本
演
劇
界
の
先
覚
者
た
る
光
輝
あ
る
使
命
を
果
さ
れ
た
の
で
あ
り
ま

す
。
そ
の
晩
年
築
地
小
劇
場
に
拠
っ
て
後
は
、
半
生
の
間
に
蓄
え
ら
れ
た
該
博

な
知
識
と
豊
富
な
経
験
と
を
傾
倒
し
、
永
遠
の
若
さ
と
尽
き
ざ
る
精
力
と
を
も

っ
て
、
内
外
の
名
作
を
演
出
せ
ら
れ
る
こ
と
四
十
五
篇
、
エ
リ
ザ
ベ
ス
朝
の
古

典
よ
り
世
界
大
戦
後
の
新
傾
向
ま
で
包
含
し
て
あ
ま
す
と
こ
ろ
な
く
、
今
や
先

生
畢
生
の
念
願
た
る
国
劇
樹
立
の
緒
に
つ
か
ん
と
す
る
時
、
溘
焉






と
し
て
世
を

去
ら
れ
た
の
で
あ
り
ま
す
。
先
生
の
懇
切
な
御
指
導
の
も
と
に
専
心
演
劇
研
究

に
精
進
し
つ
つ
あ
っ
た
わ
れ
わ
れ
は
、
こ
の
に
わ
か
の
悲
し
み
に
遭
っ
て
哀
悼

痛
惜
の
念
に
耐
え
ま
せ
ん
。

　
わ
れ
わ
れ
築
地
小
劇
場
員
は
、
今
日
先
生
の
御
遺
骸
を
わ
れ
わ
れ
の
戦
い
守

っ
た
築
地
の
舞
台
に
安
置
し
て
、
心
か
ら
な
る
追
慕
と
心
か
ら
な
る
感
謝
と
を

捧
げ
ま
す
。
こ
の
舞
台
こ
そ
、
先
生
が
親
し
く
わ
れ
わ
れ
を
指
導
し
わ
れ
わ
れ

を
鞭
撻
せ
ら
れ
た
思
い
出
の
道
場
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
舞
台
こ
そ
、
亡
き
先
生

の
御
魂
の
眠
る
永
遠
の
祭
壇
で
あ
り
ま
す
。
先
生
の
颯
爽
た
る
御
姿
は
、
今
な

お
髣
髴
と
し
て
わ
れ
わ
れ
の
眼
前
に
浮
び
、
先
生
の
凛
然
た
る
御
声
は
、
今
な

お
朗
々
と
し
て
わ
れ
わ
れ
の
耳
朶
を
打
ち
ま
す
。
し
か
も
わ
れ
わ
れ
は
永
久
に
、

幽
明
境
を
距
て
た
先
生
の
温
容
に
接
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　
小
山
内
先
生

　
し
か
し
わ
れ
わ
れ
八
十
人
の
同
志
は
、
先
生
の
遺
志
を
奉
じ
て
、
最
後
の
一

人
に
い
た
る
ま
で
、
わ
れ
わ
れ
の
本
城
た
る
築
地
小
劇
場
を
守
る
覚
悟
で
あ
り

ま
す
。
こ
こ
に
先
生
の
霊
前
に
わ
れ
わ
れ
の
決
意
を
誓
っ
て
、
哀
悼
の
詞





に
代

え
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　
　
昭
和
三
年
十
二
月
二
十
八
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
築
地
小
劇
場
員
一
同
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